
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
福島県　会津若松市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

382.97 315.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 自治体職員 120,756

－

- 59.02 94.32 3,585 117,363 137.11 855.98 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、平成29年度は滝沢浄水場更新に
伴う固定資産除却費の一括計上により100％を下回
りました。なお平成29年６月から水道料金改定を
行ったことから、平成30年度は改善されます。
②累積欠損金比率は、現在は発生していません。
③流動比率は、平成26年度に制度改正があったため
急激に少なくなっていますが、100％を上回ってい
ます。
④企業債残高対給水収益比率は、類似団体と比較し
て高い状況にありますが、企業債残高は年々減少し
ています。
⑤料金回収率は、平成29年度は滝沢浄水場更新に伴
う固定資産除却費の一括計上により数値が下がりま
した。なお平成29年６月から水道料金改定を行った
ことから、平成30年度は改善されます。
⑥給水原価は、類似団体と比較して高い状況にあり
ますが、平成29年度は滝沢浄水場更新に伴う固定資
産除却費の一括計上により数値が上昇しました。
⑦施設利用率は、年々下がっており、配水量が下
がっているのが原因です。平成30年４月から供用開
始する滝沢浄水場をダウンサイジングすることで、
平成30年度は改善されます。
⑧有収率は、平成29年度は寒波による水道管破裂等
が多発し、また赤水対応による排水などにより数値
が下がりました。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、類似団体とほぼ同程
度です。
②管路経年化率は、類似団体と比較して低い状況に
ありますが、平成50年度頃から法定耐用年数に達し
た管路が大幅に増加することが見込まれています。
③管路更新率は、類似団体と比較して低い状況にあ
ります。今後も継続して法定耐用年数を経過した管
路の更新を行っていきます。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成26年度以降赤字経営が続くことが見込まれた
ため、平成29年６月から水道料金を改定し、経営の
健全化を図りました。
　有収率は年々下がっているため、継続して老朽管
の更新を行いながら、漏水調査により漏水の早期発
見と修理に努めていきます。
　また、老朽化の状況については、管路の経年化が
進み水道施設の更新需要が高まる一方で、限られた
財源の中で、より効率的な施設整備を行っていかな
ければなりません。
　今後については、水道施設総合整備計画を策定
し、それに基づいて更新需要を平準化させ、計画的
な施設整備を行っていきます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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【113.39】 【0.85】 【264.34】 【274.27】

【89.93】【60.41】【165.71】【104.36】

【48.12】 【15.89】 【0.69】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
福島県　会津若松市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

382.97 315.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D4 非設置 120,756

－

- 該当数値なし 0.36 1,382 453 0.28 1,617.86 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率について、地方公営企業法適用に
向けた事業費の増により類似団体より低い比率とな
り、平成26年度からは100％を割った状況にあるた
め、更なる経営改善の方策を検討する必要がある。
④平成32年度からの地方公営企業法適用に向け平成
28年度より企業債の借り入れを行っている。
⑤料金回収率について、地方公営企業法適用に向け
た事業費の増により類似団体より低くなっており、
基準外の繰出金に頼っている状況にあることから、
経営改善の取り組みとともに、料金水準が適正かど
うかについても検証していく必要がある。
⑥給水原価について、類似団体と同程度の水準にあ
るものの、老朽管の計画的な更新についての検討と
併せ、適正な給水原価の維持に配慮していく必要が
ある。
⑦施設利用率について、類似団体よりは高い水準に
あるが、給水人口の減少に伴い、低下傾向にあるこ
とから、引き続き推移を注視していく必要がある。
⑧有収率について、類似団体より高い水準を維持し
ているが、引き続き推移を注視し、ムダのない効率
的な給水環境を確保していく必要がある。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

③管路更新率について、管路の更新ペースが遅く、
管の老朽化が懸念される状況にあることから、計画
的な更新に向け検討を進めていく必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市簡易水道事業については、一定の経営の効率
化を図ってきているが、限られた給水区域の中で、
給水人口の減少や、老朽管の更新が課題となってい
る。
　本市では、平成32年度からの地方公営企業法適用
に向け各種事業を進めているところであり、法適化
と併せて現状の経営状況の分析や今後の経営改善の
取り組み手法、老朽管更新の考え方等について整理
し、経営の健全性や効率性の向上に努めていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
福島県　会津若松市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

382.97 315.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 120,756

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 68.52 88.15 2,808 82,005 18.93 4,332.01 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【総括】
　平成28年度から基準内繰入金の見直しを行ったこ
とにより経営指標が改善しているが、経営の実態と
しては、それまでの年度と比較して大きな変化はな
いものである。

①収益的収支比率については、収益的収入の大きな
要素である使用料収入が、普及率の向上によって増
加していることに加え、収益的支出では、市債残高
の減少に伴い利子負担が減少傾向にあることから、
数値は上昇傾向にある。
④企業債残高対事業規模比率については、整備に
伴って新規に発行する市債の額を元金償還額以下に
抑える取組みを行っており、市債残高は低減してい
ることから、数値は減少傾向にある。
⑤経費回収率については、安定した経営を行ってい
くために指数の向上が必要であることから、普及率
の向上による使用料収入の確保や汚水処理費の削減
に努めていく必要がある。
⑥汚水処理原価については、整備率及び水洗化率が
類似団体と比較して低い水準にあることから、指標
についても類似団体を下回っている。
⑦施設利用率については、整備途上にあることか
ら、処理能力にはまだ余裕がある状況にある。
⑧水洗化率については、類似団体平均を大きく下
回っており、整備率や普及率の向上が大きな課題と
なっている。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

③管渠改善率について、平成29年度から管渠更新工
事を実施していることから、新たに数値が計上され
たところである。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市の公共下水道事業は、未だ整備途上にあるこ
とから、平成29年度末時点での整備率は約87％、水
洗化率は約85％と、類似団体平均を下回っている状
況にある。今後安定した経営を行っていくため、さ
らなる整備の推進と普及率の向上等が必要である
が、国庫補助金の削減等により事業進捗は鈍化し、
事業規模は減少傾向にある。一方で、人口減少や節
水傾向に伴い使用水量は減少傾向にあることや、今
後は老朽管の更新等の長寿命化事業にも取り組む必
要があるなど、経営を取り巻く環境は厳しいものと
なっている。
　今後は、企業会計へと移行することに伴い、固定
資産の減価償却費を算出し、老朽化状況を正確に把
握することで、経営状況をさらに明確化し、使用料
の見直しも視野に入れながら、安定した経営の維持
に努めていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 885.20 833.91 821.53 729.77 736.32

平均値 885.97 854.16 848.31 774.99 799.41

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 91.18 92.31 93.72 101.00 99.47

平均値 89.94 93.13 94.38 96.57 96.54

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 211.50 212.04 211.60 196.12 199.29

平均値 168.57 167.97 165.45 161.54 162.81

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 73.53 72.75 77.43 77.71 80.55

平均値 64.12 64.87 65.62 64.67 64.96

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 83.06 83.13 83.76 84.14 84.50

平均値 90.91 91.11 91.44 91.76 92.30

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【707.33】

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

【0.23】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

2. 老朽化の状況

③管渠改善率について、平成27年度で整備が完了し
た状況にあることから、現時点では更新（更生）・
改良・維持等の管渠の改善は行っていない。

全体総括

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

　本市の農業集落排水事業は、整備計画に基づき、
平成27年度に事業が完了したところである。
　使用料収入は微増で推移しているものの、水洗化
率は類似団体平均と比較し大きく下回っていること
から、今後も引き続き水洗化率の向上は大きな課題
となっている。また、農業集落排水事業が農村地域
の環境保全等を目的とした事業であることから、使
用料収入のみで汚水処理経費を回収することは困難
な状況にある。したがって、引き続き安定した経営
を行っていくためには、今後も一般会計からの繰入
金が必要となっている。
　また、農業集落排水事業は、公共下水道事業と同
水準の使用料体系としているため、独自の使用料算
定を行っていないことから、一般会計からの負担軽
減を図るためには、今後の維持管理や更新投資につ
いてさらなる効率化に努める必要がある。

2. 老朽化の状況について

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

【総括】
　平成28年度から基準内繰入金の見直しを行ったこ
とにより経営指標が改善しているが、経営の実態と
しては、それまでの年度と比較して大きな変化はな
いものである。

①収益的収支比率については、上記理由により数値
は改善しているが、依然として本市の水洗化率は類
似団体と比較し低い水準となっており、収益的収入
の大きな要素である使用料収入が低い水準にあるこ
とが引き続き課題となっている。
④企業債残高対事業規模比率については、上記理由
により数値は平成28年度から０となったが、事業の
性質上、農村地域の環境保全等を目的とした事業で
あることから収益性は低く、市債残高に対する使用
料収入の比率が小さいことが課題となっている。
⑤経費回収率及び⑥汚水処理原価については、上記
理由により数値は平成28年度から改善しているが、
事業の性質上、使用料収入及び基準内繰出のみで汚
水処理経費を回収することが困難な状況にある。
⑦施設利用率については、水洗化率が低いことが要
因として挙げられることから、類似団体平均を大き
く下回っている。
⑧水洗化率については、類似団体平均を大きく下
回っており、類似団体と比較し下水道管への接続が
進んでいない状況にある。

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 3.89 82.30 2,808 4,654 4.17 1,116.07 【】

382.97 315.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 120,756

経営比較分析表（平成29年度決算）
福島県　会津若松市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.03 0.02 0.01 2.05 0.01

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 52.26 50.61 49.43 97.84 94.58

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

1,000.00

2,000.00

3,000.00

4,000.00

5,000.00

6,000.00

7,000.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 6,047.07 5,750.56 5,322.75 0.00 0.00

平均値 1,126.77 1,044.80 1,081.80 974.93 855.80

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 23.37 23.14 23.70 65.95 69.83

平均値 50.90 50.82 52.19 55.32 59.80

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 759.88 812.54 798.82 282.41 265.37

平均値 293.27 300.52 296.14 283.17 263.76

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 28.65 29.45 30.17 31.34 32.74

平均値 53.78 53.24 52.31 60.65 51.75

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 56.75 59.80 62.32 65.02 66.65

平均値 84.06 84.07 84.32 84.58 84.84

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【814.89】

【85.49】【52.49】【255.52】【60.64】

【0.11】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　本事業は、市街化区域や農村地域以外の地域での
「環境保全・衛生的な生活の確保」を目的に浄化槽
を整備している事業である。また、浄化槽の規模に
ついては、世帯人数ではなく延べ床面積で定まる。
　本事業が対象としている地域では、延べ床面積の
広い一般家庭がほとんどであり、浄化槽の規模に対
する一世帯あたりの使用人数は少なく、処理能力に
見合った使用水量となっていないことから、浄化槽
の稼働率は低い。そのため、今後は浄化槽のスペッ
クダウンといった検討も必要となってくる。
　また、上記理由により使用水量が少ないことに加
え、業務用としての使用もほとんどないため、事業
全体での使用料収入が少ない。一方、浄化槽の維持
管理に係る経費は多くかかることから、使用料収入
だけでは安定した経営を行っていくのは困難な状況
であり、引き続き一般会計からの繰入金が必要と
なっている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【総括】
　平成28年度から基準内繰入金の見直しを行ったこ
とにより経営指標が改善しているが、経営の実態と
してはこれまでの年度と比較して大きな変化はない
ものである。

①収益的収支比率については、整備の進捗に伴い使
用料収入は増加傾向にあるが、収益の多くは一般会
計からの繰入金で賄っているのが現状であり、課題
となっている。
④企業債残高対事業規模比率については、上記理由
により数値は平成28年度から０となったが、依然と
して残高に対する使用料収入の割合が少ないことが
課題となっている。
⑤経費回収率については、使用料収入だけでは汚水
処理経費を回収することが困難な状態であり、課題
となっている。
⑥汚水処理原価については、浄化槽の処理能力に対
する一世帯あたりの使用人数が少なく、使用水量も
過少となっていることから有収水量が低く、これに
対する汚水処理に要する経費の割合が高いため、類
似団体よりも高くなっている。
⑦施設利用率については、浄化槽の処理能力に対す
る一世帯あたりの使用人数が少なく使用水量も過少
となっていることから、低い稼働率となっている。
⑧水洗化率については、浄化槽が整備された際、遅
延なく排水設備を設置しなければならない制度であ
ることから、数値は100％となっている。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 2.83 100.00 2,808 3,389 8.49 399.18 【】

382.97 315.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置 120,756

経営比較分析表（平成29年度決算）
福島県　会津若松市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 81.21 89.60 81.76 98.02 110.73

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 2,186.80 2,217.61 2,235.30 0.00 0.00

平均値 446.63 416.91 392.19 413.50 244.85

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 36.18 33.32 32.32 43.89 42.50

平均値 58.53 57.93 57.03 55.84 64.78

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 448.67 505.13 526.39 375.45 385.79

平均値 266.57 276.93 283.73 287.57 250.21

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 51.57 49.92 49.50 51.00 51.83

平均値 58.06 59.08 58.25 61.55 61.79

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 75.79 77.12 68.15 67.49 92.44

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【329.28】

【76.98】【59.35】【269.12】【60.55】

【-】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


